
軽種馬育成馬預託契約書 

育成馬所有者                （以下甲という）と受託者              （以下乙という）

とは下記表示の育成馬（以下本件育成馬という）の預託契約を締結しその証として本書２通作成し各々

１通宛所持する。 

育成馬の表示 

馬名 品種 性 毛色 生年月日 血統 摘要 

     
父   

母  

（契約の目的） 

第１条  甲は本件育成馬の飼養管理を乙に委託し、乙はこれを受託する。 

（預託期間） 

第２条  預託期間は令和    年    月    日からとする。 

      ２、前項の預託期間満了までに、甲または乙が更新拒絶の意思のないときは同一条件 

        で預託期間を更新するものとする。 

（預託期間内の解約） 

第３条  甲または乙は、やむを得ない事由がなければ預託期間内に本契約を解除できない。 

      ２、やむを得ない事由があるときは、１０日間の猶予期間をもって解約の申し入れを 

        することができる。 

（預託料等） 

第４条  預託料は、１日１頭当たり下記の通りとする。 

         金           円（消費税別途）  

        その他、削蹄費・駆虫費・予防接種等費・治療費・市場上場に関する費用など特別料金は 

        別途請求するものとする。 

 

      ２、サラブレッド市場において売却した場合、 

        売却金額の    ％を成功報酬として別途支払うものとする。 

 

３、甲は乙に対し本件育成馬の預託料（消費税別途）を請求書の明細に従って、当月分 

        を翌月１０日迄に下記の乙の口座へ振込で支払するものとする。 
 

振込口座の表示 

                                                    

      ４、乙は甲に対し、当月分基本預託料および特別料金の明細を記載した請求書を翌月５日ま

でに送付する。 

 

       

 

 

 

 

（本件育成馬の受渡等） 

第５条 本件育成馬の預託を受け入れるとき、及び本契約終了により引き渡すときは、甲乙両者立会

いの上、乙の牧場で受け渡すものとする。 

（乙の注意義務等） 

第６条 乙は、本件育成馬を善良な管理者の注意義務をもって飼養管理する。 

２、本件育成馬が、疾病、悪癖、斃死したるときは、乙は速やかに甲に報告するものとする。但

し、乙は疾病、悪癖、事故及び斃死等による損害に対しては、その責任を負わないものとする。 

（損害保険） 

第７条 甲は、本件育成馬の死亡等による損害を補填するため、その選択により育成馬保険に加入す

るものとする。 

（契約の解除） 

第８条 甲、乙いずれかが本契約の条項に違背したときは、相手方は何らの催告を要せず直ちに本契

約を解除することができる。 

（管轄裁判所） 

第９条  甲、乙は本契約により生ずる権利義務に関する訴訟については、札幌地方裁判所を管轄

裁判所とすることに予め合意する。 

（契約条項外の協議） 

第１０条  本契約に定めない事項については都度双方協議の上円満に処理するものとする。 

 

 

 

令和   年   月   日 

住所                                     

甲 委託者  

                                  氏名                               印 

 

住所                                     

乙 受託者 

                                  氏名                           印 

 

住所                                     

立会人 

                                  氏名                               印 

※不要の場合必要なし 


